　大阪本町・歴史倶楽部　第１８０回例会　北海道の遺跡を訪ねて　
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実施日：　平成24年10月8日（月曜）～10月10日（水曜）

第一日目

・千歳空港　－　千歳市　－　恵庭市　－　札幌市　―　小樽市　（－　余市：時間あれば）

・ANA771　伊丹空港　8:45　－　新千歳空港　10:35（大阪４人組）　

· レンタカーWHミニバン７人乗り（千歳空港借車－千歳空港返却）

・コース　＆　見学（予定）遺跡

１．千歳市埋蔵文化財センター
   　〒066-0001　千歳市長都42番地1  電話・ファックス　0123-24-4210
展示紹介

 ＜千歳のおいたち＞

 地形などの自然と昔の人々の暮らしの変遷を紹介します。はじめの展示室では千歳が海底だった頃の様子や支笏湖ができるまでの過程、火山灰によって形づくられた千歳の地層など、地史を中心にパネルで紹介しています。次の展示室では旧石器時代の石器、縄文時代から擦文時代までの土器、近世アイヌ文化期の鉄鍋などの実物を時代順に展示しています。床には縄文時代から近世アイヌ文化期までの住居のかたちと大きさをラインで示しています。
＜くらしの文化＞

昔の人々の日々の暮らしを紹介します。土器や石器、植物や動物の骨を素材にした道具、身を飾った道具、市内朝日町から出土した全長７ｍにおよぶ近世の丸木舟などを展示しています。また展示室の壁には縄文時代前期の貝塚の断面をはぎ取った土層の実物をパネルにして展示しています。
  ＜長都のうつりかわり＞

埋蔵文化財センターは旧長都小中学校の校舎を使っています。そこで、このコーナーでは長都地域の変遷と長都小中学校にかかわりのある品々を展示しています。この地域の釜加神社にまつられている弁財天御厨子（市指定有形文化財）の複製品も展示しています。この御厨子の裏側には千歳の名前の由来が記されています。

２．キウス周堤墓群 

　　国指定史跡 ：昭和54年10月23日指定
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千歳市中央地区で、約3000年前の縄文時代後期につくられたお墓をみることができます。地面を丸く掘り、掘った土を周囲に土手状に積み上げ、内側を墓地にしています。周囲に堤があることから「周堤墓」と呼ばれています。全部で8基あり、一番大きなものは直径が75メートルもあります。仮に一人が一日 1メートル×1メートル×1メートルの穴を掘ったとすると、25人でおよそ4ヶ月かかることになります。 縄文時代のお墓が現在の地表面で見ることができるまれな例です。約5万平方メートルの範囲が国の史跡に指定されました。市街地から国道337号線を長沼町に向かって8キロメートル、道東自動車道の千歳東インターチェンジを越すとすぐに道路の両側にせまる林が目印です。市街地からみて道路沿い右側に説明板が設置されています。駐車場は市街地よりの右側にあります。交通量が多いので、道路の横断には十分注意してください。公共交通機関はありません。
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３．史跡 カリンバ遺跡 

　　恵庭市黄金中央5丁目216番地の7ほか 平成17年3月2日 
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 道路工事区域の発掘調査でみつかった約３０００年前の４基の合葬墓と、そこに納められていた大量の漆塗りの櫛や腕輪、勾玉などの装身具は驚くべき発見でした。そこで、発掘区域の周辺に同じような墓があるかどうか調べる目的で確認調査を行いました。その結果、周辺に広く墓域が残り、当時の人が暮らしていた生活場所も近くの低地帯にあることもわかりました。 全国的に珍しい様々な縄文時代の装身具を副葬する墓と、納められていた漆製品を製作していた可能性のある低地帯の生活場所とが残されていることに対して価値が認められ、平成１７年３月２日付けで国史跡に指定されました。
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 漆塗りの櫛　　　　
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　何だったか忘れた？
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この遺跡は、日本の歴史上でも非常に重要な遺跡とされています。本土でも出土していないような縄文時代のアクセサリーが出土した事で、一躍有名になりました。

４．恵庭市郷土資料館
     北海道恵庭市南島松１５７－２　　　　Tel 0123-37-1288　

  開館時間      午前9時30分～午後5時
  休  館 日　  　毎週月曜日　＜月曜日が祝日の場合は翌日・翌々日＞
　　　　　　　　　　　　祝日の翌日　年末年始 　月末の金曜日
 　入 場 料       無　料

＜カリンバ遺跡の漆製品と玉類が国の重要文化財に指定＞
国の文化審議会は、平成18年3月17日、合葬墓の118、119、123号墓から出土した副葬品類を国の重要文化財に登録するよう文部科学大臣に答申しました。縄文時代後期の終わり頃につくられた赤漆を塗ったクシ・ウデワなどの装身具は、デザインも多様で量も多く、縄文時代の技術の高さ・埋葬方法の実体を知るうえで貴重です。指定された資料は、漆製品、玉、土器など合計397点です。恵庭市郷土資料館ではクシやウデワのレプリカを作製して展示公開しています。
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５．北海道開拓記念館
　　〒004-0006 札幌市厚別区厚別町小野幌53-2　　電話/(011)898-0456　

■観覧時間　　9:30～16:30(入館は16:00まで)

■休館日(平成24年度／2012年度)　　★毎週月曜日　　＊4/30，9/17，10/8は開館します
■観覧料(常設展示)　　一般　 500円　（団体　400円）
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北海道開拓記念館は、昭和４６年４月１５日に北海道百年を記念して開設された北海道立の総合歴史博物館です。地上３階、地下２階のレンガ造りの建物は、道立野幌森林公園のなかにあって森林の緑と調和し、道民の皆様に親しまれています。２０年を経過した平成４年には、その後の社会情勢の変化や調査研究の成果にあわせ常設展示を改訂しました。当館は、北海道の歴史をたずねることにより将来の北海道のあるべき姿を考え、あわせて道内の博物館等施設の中心的役割を果たし、さらに広く道民の生涯学習の場となるようにとの構想のもとに運営されています。
「野幌森林公園」は四季おりおりの変化に富んだ自然を楽しむことができ、近隣には明治・大正時代の道内の建築物を移設した野外博物館「北海道開拓の村」があります。あわせてご利用ください。当館が道内外の多くの人びとに利用され、そして、活動内容がよりよく理解されることを期待しています。　
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６．手宮（てみや）洞窟　　　　小樽市手宮1丁目3番4号
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＜手宮洞窟の発見と保存＞
　手宮洞窟は1866年（慶応2年）相模（さがみ）国（現在の神奈川県）小田原から、朝里地区のニシン番屋の建設に来ていた、石工の長兵衛によって発見されました。手宮洞窟周辺は、小樽軟石と呼ばれる凝灰岩（ぎょうかいがん）が露出しているところで、長兵衛は建築用の石を捜している途中で偶然洞くつ内の岩壁にさまざまな文様が刻まれていることを発見しました。この彫刻はジョン・ミルン（J.Milne イギリス人：地震、地質学者）によって初めて学術的な観察と報告がなされました。また、開拓使（現在の北海道庁）、渡瀬荘三郎などによって次々と調査が行われました。　1921年（大正10年）には、その価値が認められ、国指定史跡となり、1949年（昭和24年）にはブロンズによる模刻と保存覆屋の整備を行いました。
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 ▲角のある人
 　手宮洞窟に描かれている彫刻（陰刻（いんこく）画）がいつ誰によって刻まれたのか、それが何を表現したのか、かつてはいろいろな説がありました。しかし、現在まで行われたさまざまな調査研究により、ある程度のことがわかるようになってきました。この彫刻が刻まれた時代は、発掘調査により、今からおよそ1,600年前頃の続縄文（ぞくじょうもん）時代中頃〜後半の時代で、本州の弥生（やよい）時代の終わり頃から古墳時代の初めの時期にあたります。この頃の北海道は、豊かな自然を背景とし、縄文文化をさらに発展させた狩猟採集文化の時期で、その文化は新潟県からサハリンにまで及んでいました。 

　同じ時代に刻まれた彫刻が、余市町のフゴッペ洞窟にあります。フゴッペ洞窟の彫刻は舟、魚、人などが描かれたものと考えられますが、手宮洞窟のものと非常に良く似ているものがあります。
 　手宮洞窟の彫刻は、石斧などによって刻んだ後、磨いて仕上げたと推定されます。発掘調査では、彫刻を刻んだ岩や続縄文時代の土器と共に、刃の部分が傷んだ石斧も出土しています。
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　国内では、手宮洞窟のような彫刻は、現在のところ、フゴッペ洞窟にしか発見されていません。そのため、この彫刻をめぐっていろいろな解釈がありました。かつてはこれを「文字」と考え、解読した人すらあらわれました。

（演歌　小樽の女よ　 に歌われる「古代の文字よ～♪」　というのはここの文字の事です。）

　しかしフゴッペ洞窟の発見以来、アムール川（シベリア東側を流れる川）周辺に見られる、岩壁画と良く似た古代の彫刻であることがわかってきました。シベリアのサカチ・アリアン遺跡の岩絵とフゴッペ洞窟にはほとんど同じような舟の像が描かれていますし、手宮洞窟にある「角のある人」と似たものもあります。このような岩壁画は日本海を囲むロシア、中国、朝鮮半島などに見られ、手宮洞窟もこのような日本海を囲む大きな文化の流れを表すものだと考えられます。
 　手宮洞窟では「角のある人」の他、手に杖のようなものを持った人や四角い仮面のようなものをつけた人が描かれています。このほか、角のある四足動物も描かれています。　このような角をもつ人はシベリアなどの北東アジア全域でかつて広く見られた、シャーマン（激しい踊りや祈りをして占いや収穫のお告げをする人）を表現したものではないか、という説が有力です。

  小樽市手宮洞窟保存館　　〒047-0041　小樽市手宮1丁目3番4号　電話　0134-24-1092　

手宮洞窟保存館はこのように4〜5世紀頃、北海道に暮らしていた続縄文文化の人々が、日本海をはさんだ北東アジアの人々と交流をしていたことを示す大変貴重な遺跡です。古代人の心を知る上で第一級の遺跡といえるでしょう。　手宮洞窟保存館では、カプセルで保存された彫刻（陰刻画）を実際に目にすることができます。また世界各地の洞くつ壁画や、手宮洞窟の時代である続縄文文化の生活の様子を知ることができます。

７．西崎山ストーンサークル　　　余市町字栄町　　昭和26年9月道指定史跡
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昭和25年の発掘調査で「環状列石墓」と認めれら、道指定史跡となっています。長経17メートル短経12メートルの楕円状に、大小多数の石が散在しています。 発見された遺物は土器の破片だけで、縄文後期末のものとみられています。 かなり荒廃しており、ほとんどの石は倒れています。 

看板の情報によれば穴の中から、燐分が検出されたりしておりまして、お墓説がかなり有力なのだとか。しかも昔はもっといっぱいサークルがあったとのことで、この地域の人々のストーンサークル好きさ加減が知れようと言うモノです。小樽と余市の間には、かって相当数のストーンサークルがあったようです。
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８．フゴッペ洞窟
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フゴッペ洞窟の保護展示施設
フゴッペ洞窟（フゴッペどうくつ）とは、北海道余市町栄町にある続縄文時代の遺跡。日本海の海岸から南方約200メートルの平地に立地し、通称「丸山」と呼ばれる砂岩質よりなる小丘陵の東方に面した岩陰遺跡である。 

1950年（昭和25年）、札幌から海水浴にきた当時中学生の大塚誠之助氏が発見、札幌南高で郷土研究部に属していた兄の大塚以和雄氏に知らせたことにより一躍有名になった（発見者が中学生であるとも、高校生であるともいわれるのはこのためである）。
 正式な発掘調査は1951年（昭和26年）および1953年（昭和28年）に実施され、考古学・人類学・地質学からなる調査団(団長北海道大学名取武光助教授)が編成された。北海道札幌南高等学校郷土研究部も調査に参加している。
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 洞窟の開口部を完全に覆うように建設されている。 遺跡の現状は、奥行が約5メートル、問口が約4メートル、高さは約5メートルである。壁面のいたる所に原始的な図像が陰刻されている。図は200以上あり、人物や動物、船などを象徴したものと推定されるものが多く、他に列点もあり、呪術的な性貭を有するものと考えられている。アムール文化との関連性が言われているが詳細は不明である。
 洞窟には厚さ約7メートルの遺物包含層があり、薄手の土器（続縄文式土器）、石器、骨角器等が出土している。また、貝や動物の骨も見つかっており、それによれば現在、遺跡周辺に生息しているものとの違いはみられなかった。1953年（昭和28年）11月14日、国の史跡に指定された。
 1972年（昭和47年）以降現在にいたるまで、刻画は、カプセル方式の施設により保護・展示され、一般に公開されている。
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国指定遺跡 フゴッペ洞窟
住所：北海道余市郡余市町栄町87　　TEL：0135-22-6170
開館時間：AM 9:00～PM 16:30
入館料：大人300円、小中生100円、団体（20名以上）2割引
休館日：毎週月曜日・祝祭日の翌日、冬季（12月中旬～4月上旬まで）
この３つの遺跡は、小樽市到着が早かった場合、一日目に行きますが、遅かった場合は二日目に回します。が、手宮洞窟・フゴッペ洞窟の入館が１６：３０までなので、２日目になる公算が大です。また、時間によっては、手宮洞窟とフゴッペ洞窟は、いずれかひとつだけ訪問ということになるかもしれません。

＜一日目　宿泊＞　オーセントホテル小樽

〒047-0032　北海道小樽市稲穂２丁目１５番１号　

TEL： 0134-27-8100　FAX： 0134-27-4404
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第二日目
・小樽市　－　余市　－　ニセコ　－　長万部　―函館

１．大船Ｃ遺跡　＆　函館市大船遺跡埋蔵文化財展示館
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大船Ｃ遺跡は北海道南部にあり、函館市の東、大船川左岸の海岸段丘（標高42～47m）につくられた、縄文時代前期末から中期末までの約千年間にわたる遺跡です。平成８年度の約3,500平方ｍにおよぶ発掘調査で、大型の竪穴住居を含む92軒の竪穴住居や盛土遺構などが発見され、北海道を代表する重要な遺跡であることが判明しました。 遺跡の主体部はまだ西側に広がっていることから、遺跡全体は非常に大規模な集落になるものと予想されます。 遺跡の主な特徴は、

１）。竪穴住居の規模が全体的に大型で、中には深さが２ｍを超える竪穴住居が発見されている事

２）．集落も、これまでに100軒を超える竪穴住居が見つかるなど、非常に密度が高いこと、

３）．縄文時代の廃棄（儀礼？）の場所と考えられる盛り土遺構には、当時の食べ物として利用した動物や植物の痕跡が残っていて、縄文時代を知る貴重なタイムカプセルとなっていること、

などが挙げられますが、これらはそっくり青森県三内丸山遺跡と共通する特徴です。つまり、縄文時代中期、津軽海峡を挟んでこの辺り一帯に一大縄文王国が繁栄していたと類推できるのです。実際、この遺跡が栄えた時代は、東北北部と北海道南部に共通した文化圏が存在していた事が知られていますが、クジラやオットセイなどの海獣骨が出土するなど、北海道独自の食文化も存在していました。
遺跡そのものは、雪や霜による崩壊を防ぐため、平成9年1月埋め戻されましたが、一部見学用に保存処理がほどこされて残っています。遺跡のすぐ横に展示室が設けられ、出土した遺物の一部が展示されていますが、この地方に芽生えた縄文の息吹が感じられる素晴らしい出土品であふれています。
縄文時代の竪穴式住居跡は通常、深さ0.5m、長さ4～5mというのが相場ですが、ここの住居跡には、深さ2.4m、長さ8～11mという大型のものがあります。見ていただけば、とてつもない深さですし、柱穴も通常より一回りおおおきいです。柱の材質は他の縄文遺跡と同様クリの木が多く用いられていますが、この大きさと深さから、二階建て住居を指摘する声もあります。また三内丸山遺跡同様、大型の集会場ではないかという意見もあります。遺跡に隣接して『函館市大船遺跡埋蔵文化財展示館』を併設しています。
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２．函館市縄文文化交流センター
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今から約15,000年前，数万年つづいた氷河期が終わります。気温の上昇とともに日本列島は四季に彩られ，自然は多様な姿を見せるようになります。人々は，この豊かな自然とともに生きる道を選びます。海に漕ぎだし，野山をかけ，ムラに暮らします。 縄文文化のはじまりです。 

. 自然とともに生きるため，人々は四季にあわせて移り変わる海・山・川の姿をじっくり観察しました。そうしたなか，状況に応じた様々な道具や技術が生まれました。こうした知恵は，ムラの中に蓄えられ，そして交流を通じて外の世界へも伝えられます。自然の観察から生まれた知恵，これが縄文文化を支える源となりました。  

遺跡からは，実用的な道具ばかりではなく，縄文時代の人々の「こころ」をあらわしたものも出土します。子供の足形が写し取られた足形付土版，茅空（カックウ）と名付けられた国宝「中空土偶」には，どのような思いが込められているのでしょうか。 耳を澄ますと，彼らの声が聞こえてきそうです。 

. 様々な文明が生まれ消えていった世界の歴史のなか，一万年以上続いた縄文文化は，現在，世界的にも注目を集めるようになりました。
 当市の大船遺跡を含む北海道と北東北の15か所の縄文遺跡は，人類の貴重な財産であることから，ユネスコの世界遺産暫定リストに登載されています（本登録目標H27年度）。

 北海道初の国宝「中空土偶」を常設展示し、道の駅機能を併せもつ博物館「縄文文化交流センター」。南茅部縄文遺跡群を中心に、函館市の縄文遺跡から出土した、様々な土器や石器などの遺物を数多く展示しています。
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住所：〒041-1613 函館市臼尻町551-1

 電話番号：0138-25-2030

 開館時間：9:00〜17:00(4/1〜10/31)　〜16:30(11/1〜3/31)

 休館日：毎週月曜（祝翌日）、最終金曜、年末年始
 駐車場：大型5台、乗用車33台、身障者用2台
３．サイベ沢遺跡
函館市のサイベ沢遺跡は、縄文前期初頭から中期末までの約2000年以上におよぶとみられる大規模集落跡です。遺跡の広さは約15ヘクタールと、北海道内でも最大級の大きさで、円筒下層式や上層式土器が大量に含まれる厚さ４ｍの文化層も発見されるなど、青森市の三内丸山遺跡にも匹敵する大規模遺跡と考えられます。
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 最大の特徴は、サイベ川沿いの崖面に、縄文前期後半の円筒下層式土器から中期の円筒上層式土器までの大量の遺物を廃棄した、最大厚さ４mほどの文化層で、大規模な盛土遺構との見方もできます。
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▲円筒下層式土器　　　　　　　　▲円筒上層式土器

 円筒下層ａ～ｄ式土器、円筒上層ａ～ｅ式土器など、円筒土器文化の全般にわたる土器があり、南北海道の標準ともなっています。またこれらの主な遺物は、北海道の有形文化財に指定されています。
（この遺跡は、現在見学できるようになっているのか不明です。もし遺跡として存在していなければパスします。）
４．函館市立博物館

〒040-0044 北海道函館市青柳町17-1　　TEL.(0138)23-5480 FAX.(0138)23-0831
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市立函館博物館の歴史は、明治４年開拓使顧問ホーレス・ケプロンが、北海道の開拓に博物館が必要であると説いたことにより、明治12年(1879)５月25日に開拓使函館仮博物場が開場しその幕を開けました。明治17年８月11日、第二博物場が隣接して開場し、明治24年７月１日には水産陳列場が開場しました。博物場は古い順に函館水産陳列場第一館、第二館、第三館と呼ばれ、第三 館は明治34年に廃止となりました。第一館、第二館は現在も当時の姿を残し函館公園内に保存されています。博物場開場後の管理は、明治15年開拓使の廃止に伴い函館県に引き継がれ、明治19年の三県廃止により北海道庁、函館区役所へと移管されてゆきました。その後、大正11年(1922) の市制施行とともに函館市所管となります。昭和７年(1932)、第一館、第二館は水産館、先住民族館に改称され、昭和18年からは函館図書館付設の施設となります。そして昭和23年の市立函館博物館設置条例により新しい博物館の建設を待ちます。

　昭和41年４月28日、市立函館博物館本館が総合博物館として開館し、平成10年(1998)には開拓使函館支庁仮博物場開場以来120周年を迎え、現在にいたっています。

＜二日目　宿泊＞　函館国際ホテル
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函館の港を望むウォーターフロントに建つ、エレガントなホテル。観光にもビジネスにも便利。全305室、シングルからスイートまで12タイプあり、部屋からのロケーションは抜群。
〒040-0064　北海道函館市大手町5-10　　　　TEL 0138-23-5151（代表）　FAX 0138-23-0239
第三日目

· 函館　－　長万部　－　豊浦　―　室蘭　－　登別　－　白老　－　苫小牧　－　千歳空港

1． 入江・高砂貝塚展示館
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※貝塚館・公園付近には目印になるような建物・看板はございませんので、あらかじめ地図で確認のうえお越し下さい。また、街の中は入り組んでおり迷いやすく、道もせまいため、特に大型バスでお越しの際は、国道を利用されることをおすすめいたします。札幌から国道230号でお越しの際、あるいは道央自動車道でお越しの際は、一度国道37号に出ていただきますとわかりやすいかと思います。入江・高砂貝塚館では、主に入江・高砂貝塚から出土した遺物およそ200点を展示しています。全国で一例のみ！イノシシの牙で作られた、人の歯を模したと考えられる装飾品があります。また縄文人が作った道具の中でも、特に骨で作られた道具は、繊細な装飾が施されているものもあり非常に優美です。その他たくさんの土器や石器も展示しています。いろいろな動物の牙で作られたアクセサリーは、現代ではなかなか見ることができません。中には南の海でしかとれない貝を使ったものもあります。入江・高砂貝塚からは、たくさんのお墓が見つかっています。これらのお墓からは、たくさんの副葬品が出土しました。この副葬品から縄文人の弔いの気持ちを考えてみましょう。この他、土偶やたくさんの写真パネル、他の遺跡から出土した遺物も展示しています。洞爺湖町に暮らした人々の生活を想像してみてください。
２．虻田町立史跡入江貝塚公園
縄文時代前期から後期にかけて形成された貝塚遺跡。貝塚露出展示、土葺きの竪穴住居が復元されている 
〒049-5603　北海道虻田郡洞爺湖町字入江 

[image: image34.jpg]s NI -EWRFE

1
.\ PSR=ON

I

SO EE2sw

S





ここは一見の価値があります。是非見学いたしましょう。

3． アイヌ民族博物館

059-0902 北海道白老郡白老町若草町2-3-4　TEL 0144-82-3914｜FAX 0144-82-3685
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　アイヌ民族に関する専門の博物館として1984年、ポロトコタン内に開館しました。かつて北海道や樺太、千島列島、東北地方北部に住んでいたアイヌ民族の文化的所産が網羅されています。チセ（家）をかたどった建物の中には、衣食住や生活様式などがわかりやすく展示され、アイヌ文化の調査研究、世界各地の先住民族との交流の拠点ともなっています。
入場料金・開館日・開館時間
	入場料金

	区　分 
	一般料金 
	団体料金（15名〜） 

	大　人 
	７５０円
	６３０円

	高校生 
	５５０円
	４７３円

	中学生 
	４５０円
	３１５円

	小学生 
	３００円
	２１０円

	　
	· 福祉割引＝障害者手帳をご提示いただくと、一行下の料金が適用されます。養護学校団体は提示の必要はありません。 

· 学校団体の引率の先生は、生徒と同額頂戴します。 

· 料金はすべて税込みです。 

	入場見学時間
	午前８：４５　開館
午後５：００　閉館
　※予約済みのお客様でやむを得ず時間内にご入場できない場合は事前にご連絡ください。

	休　館　日
	年末年始　１２月２９日〜１月５日（８日間）
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これで今回の北海道西南部遺跡の旅は終了です。お疲れ様でした。後は千歳空港へ向かいます。

ANA778便　新千歳空港17:45　－　伊丹空港18:35（大阪４人組）

　参考資料　：　北海道の歴史　
北海道には数万年前の氷河期にシベリアから陸橋となった宗谷海峡をマンモスやオオツノシカなどの大型哺乳動物を追いかけて人類が渡ってきた。約12,000 - 13,000年前には氷河が後退し温暖となってからは本州からも渡来したようである。道内各地で旧石器時代の発掘調査は、群馬県の岩宿遺跡で旧石器が発見されたのをきっかけに行われるようになった。それらの遺跡は約2万年前から1万3000年前の間、つまり後期旧石器時代と推定されている。現在のところ最も古い遺跡は、千歳市祝梅（しゅくばい）三角山遺跡（問い合わせたが返事なく、遺跡として現存しているか不明です。）と考えられている。この遺跡から採取した炭化材を放射性炭素年代測定法では21450±750年BPであった。出土した石器類は、ナイフ形石器・尖頭器・削器・石核などである。これらの石器の原材料となった黒曜石の産地は「十勝石」の名で親しまれている白滝村が代表的である。他には、置戸・十勝三股・赤井川などがある。

 縄文時代後期の周堤墓は北海道にしか見られず、特に石狩低地帯に集中している。最も大きいものは千歳市郊外にあるキウス周堤墓群で、知床半島の付け根部にある斜里町でも朱円遺跡、芦別市野花南、標津町伊茶仁（いちゃに）などで発見されている。（伊茶仁遺跡は、筑前は訪問済み。）

＜続縄文文化＞

本州以南は多数の渡来人（帰化人）が移住することで弥生時代を迎えたが、北海道には弥生文化（水稲耕作）が伝播せず、続縄文文化が展開した（本州の弥生・古墳時代に並行する続縄文時代は、紀元前2世紀から8世紀の奈良時代頃まで続いた）。この文化は、北はサハリン南端部、東は国後島・択捉島、南は東北地方から新潟県西部にまで及んでいる。 この時期のはじめの土器は東北北部の土器の影響が及んだ恵山式土器で紀元前2世紀から3世紀紀までを恵山文化と呼ぶ。この文化と弥生文化との交流を示す鉄器や碧玉製の管玉が見つかっている。また、この文化の影響が道央部に及んで江別式土器が出現する。この土器は後北式土器とも呼ばれている。江別式土器を特徴とする江別文化は紀元前1世紀から7世紀頃までで、サケ･マスの漁撈生業を中心とした狩猟･採集経済である。この文化の遺跡からソバの花粉や緑豆の種子が検出されており、食用植物が栽培されていたと考えられる。

＜擦文文化＞

つづいて、7世紀後半より土師器の影響を受けて縄文がなくなり、木片の刷毛で擦ったような文様の擦文式土器を特徴とする擦文時代となって、この文化を8世紀までを前期、9世紀 - 10世紀を中期、12世紀頃までを後期の三期に区分する。この文化は和人（本州以南の日本人）との交易によって、12世紀頃には鉄器を持ち、狩猟のほかに農業、漁労を営むアイヌ文化に成熟した。

＜オホーツク文化期＞

擦文文化が営まれていた頃、オホーツク海沿岸には、道東に漁業と海獣狩猟を中心とするオホーツク文化を持った人々が移住したが、アイヌ文化が成熟した頃に姿を消した。アイヌと完全に同化したか、アイヌに追われたものと考えられる。この古代文化は、3世紀から13世紀にサハリン、北海道のオホーツク海沿岸、千島列島に展開された。このうち、北海道に分布するこの文化の遺跡の年代は5世紀から9世紀までと推測されている。

＜アイヌ文化＞

擦文文化の時代から、徐々にアイヌ民族によるアイヌ文化へと移行した。アイヌ文化の時代は、明治期に和人が進出するまで続いた。

古くは『日本書紀』に渡島（わたりしま）として登場し、阿倍比羅夫と接触を持ち、奈良時代、平安時代には出羽国と交易を行なった。当時の住民は、東北地方北部の住民と同じく蝦夷（えみし）と呼ばれていた。恐らく両者は同一民族で、北海道側の蝦夷が後の蝦夷（えぞ）、現在のアイヌの先祖だと考えられている。

 中世以降、北海道の住民は蝦夷（えぞ）と呼ばれ、北海道の地は蝦夷が島、蝦夷地（えぞち）等様々に呼ばれた。古代の蝦夷（えみし）は農耕も生活の柱としていたが、次第に狩猟・漁業に特化し、米や鉄等を日本人（和人）との交易で得るようになっていった。

 また鎌倉時代以降になると、後の松前藩や和人地の基礎となった渡党の活動が見られるようになる。

＜松前藩＞

室町時代には渡島半島の南端に和人が道南十二館を築き居住地（和人地）を設けたことが考古学的にも確認されている。室町・戦国期には本土から和人の渡海者が増え、現地のアイヌとの間に対立が起きたという。近世以前の北海道に関しては松前藩の由緒を記した『新羅之記録』（寛永20年（1643年）成立）があり、同書に拠れば1457年（長禄元年）に起きたコシャマインの戦いで、甲斐源氏・若狭武田氏の子孫とされる武田信広がアイヌの指導者コシャマインを殺し、和人の勝利を決した。信広は蠣崎氏を継ぎ、その子孫は後に松前の氏を名乗り、代々蝦夷地の南部に支配権を築いた（松前藩）。

 松前藩の経済基盤はアイヌとの交易にあった。安土桃山時代から江戸時代にかけて松前氏は征夷大将軍より交易独占権を認められ、アイヌとの交易条件を自らに有利なものに変えていった。アイヌはシャクシャインの戦いやクナシリ・メナシの戦いで蜂起したものの、松前藩によって鎮圧された。1784年（天明4年）からは蝦夷地の開拓を始め、沿岸にいくつかの入植地が建設された。

 江戸時代後期から、シベリアからロシアが領土を広げつつ日本と通商を求めるようになり、鎖国を維持しようとする日本と北海道近辺で接触した。中にはゴローニンや高田屋嘉兵衛のように相手国の捕虜になった人もいた（ゴローニン事件）。ロシアの脅威に対する北方防備の必要を認識した江戸幕府は、最上徳内、近藤重蔵、間宮林蔵、伊能忠敬といった者に蝦夷地を（樺太・千島列島を含め）探検させ、地理的な知識を獲得した。また、1799年（寛政11年）に東蝦夷地を、1807年（文化4年）には西蝦夷地を松前氏から取り上げた。また、統治機構として1802年（享和2年）に蝦夷奉行を置き、後に箱館奉行、松前奉行と名を変える。幕府の統治はアイヌの負担を若干軽減したが、基本的な支配構造には手を付けなかった。ゴローニン事件解決以降、ロシアの領土拡大的な南下が停滞したため、奉行は1821年（文政4年）に廃され、全蝦夷地は松前藩に還付された。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　created by　chikuzen

北海道の歴史は、沖縄地方と同様に日本本土の歴史区分とは大きく異なっています。表にはその時代区分の代表的な遺跡をあげましたが、今回遠いというので東部訪問は断念しましたので、擦文文化、オホーツク文化についてはその遺跡を見ることができません。代わりに、北海道西南部における縄文文化、続縄文文化の、北海道ならではの豊富な遺物を実見できると思います。また、手宮洞窟、フゴッペ洞窟に見られるような、遠くアムール川流域に住んでいた人々と同じ民族が、日本の弥生中後期～古墳時代にかけて、小樽や余市あたりにまで南下してきていたという驚くべき民族移動の痕跡を見ることができます。北海道は、九州や近畿の歴史と違って「北の国」特有の歴史・文化を持っています。何度訪れても飽きると言うことがありません。筑前はすでに十回程度この地を訪れましたが、まだまだ訪問したい遺跡は目白押しです。歴史倶楽部としては、今回の旅を「北海道遺跡の旅、第一弾」として、今後更に訪問する機会を作りたいと考えています。

訪問地概要図

あくまでも概要図ですので、各自詳細地図を検討しておいてください。
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（赤い矢印は特に意味はありません）
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